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建築物等に広く用いられている鋼材の減肉

の高感度化は非破壊検査の重要な開発項目の

一つである。鋼材は高い透磁率を持つため、表

皮深さが銅などの非磁性体に比べて浅くなる。

ゆえに、厚い鋼材の検査のためには低周波での

検査が必要になる。著者らはこれまで、低周波

検査のために高温超伝導(HTS)コイルを用い

た鉄板板厚測定の基礎的検討を行っている。 

図 1 に HTS コイルを用いた鉄板板厚測定の

原理を示す。コイル下部に鉄板を配置し、コイ

ルのインダクタンス L と抵抗 R の変化を測定

することで鉄板板厚 d を推定する。銅コイルの

代わりに HTS コイルを用いることでコイル抵

抗を大幅に減少でき、鉄板による L と R の微

小変化（∆L および∆R）を精度良く測定できる。 

前回、有限要素法による電磁界シミュレーシ

ョンによって、∆R を測定することで鉄板厚さ

d の推定できることを示し、さらに、鋼材表面

とコイル間の距離(リフトオフ)Z が∆L に与え

る影響を示した。本稿では、∆L と∆R、d、Z の

関係を実験的に検証し、前回のシミュレーショ

ン結果との比較結果を報告する。 

図 2 に周波数 f をパラメータとしたときの

∆R-d カーブの結果を示す。実験とシミュレー

ション結果ともにリフトオフの変化により抵

抗変化量∆R が変化していることが確認できる。 

図 3 に d をパラメータとしたときの∆L-Z カ

ーブの結果を示す。この結果より、∆L の値は

dに依存せず Zによって決まっていることが実

験およびシミュレーションで確認できた。この

ため、∆L を用いることによりリフトオフの値

を把握し、この結果を用いて∆R の測定値から

鉄板板厚 d を推定することが可能であると考

えられる。 

 本研究の一部は JST の戦略的イノベーショ

ン創造プログラム(SIP)の助成により行われた。  

Fig. 1.  Measuring iron plate thickness using HTS 

coil. 

Fig. 2.  ∆R-d curves for different values of f. 

Fig. 3.  ∆L - Z curves for different values of d. 
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